
第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

4月20日 5月18日 6月14日 7月11日 8月10日 9月20日

板金 6 4 7 6 6 6

機械 6 2 4 1 0 3

樹脂 4 3 9 5 6 2

事務所 1 0 1 2 1 2

17 9 21 14 13 13

83 91 79 86 87 87

品質管理部門

板金部門

事務部門

43号

目標：ﾁｪｯｸ項目１００ポイントに対して９０ポイント達成！

トータル達成ポイント

是正指摘数

実施日

　　　　半期のポイント達成状況

是正指摘数合計

目標：年間　御客様クレーム件数の２０％削減（今年度3ｹ月ﾃﾞｰﾀ比）

2012年度  
改善活動・半期報告

日新産業株式会社

い~・えむ・えす
H24・10・20

今年度より営業部へのクレームもカウント

       加工マニュアルをＱＣＤ対応の観点で追加編集

樹脂部門

　　　　　データ分析⇒チェック方法の決定⇒チェックの実行⇒見直し⇒実行

　　　　　偶数月にデジタルノギス・６月と１０月にマイクロメータのチェック

　　　　　完成品のダブルチェック

機械加工部門

社内ＮＧ削減活動　　　目標：対前年比２０％削減　　半期実績　：　４８％減

　　　　　毎月、提出された社内ＮＧ報告書をもとに、全員でミーティング

　　　　　   毎月、１人１件以上のアイデア提出

　　　　   　２ヵ月毎にアイデアを「加工マニュアル」に追加・編集

　　　Ａﾁｰﾑ　　半期実績　：　４０％減

　　　　　不具合件数のデータ分析⇒毎月、不具合チェック報告⇒見直し

　　　　   　加工マニュアルを意識して加工し、社内ＮＧ削減・加工のスピードＵＰ

　　　Ｐﾁｰﾑ　　半期実績　：　５５％減

社内ＮＧ削減活動　　　目標：対前年比２５％削減　　半期実績　：　１００％減

（前年度チェックシートのチェック項目を削除・追加）

５Ｓ環境・安全・衛生パトロール（全社）

「い～えむえす」による社内広報活動

不良の低減による資材のムダを削減（全社）

御客様クレームが発生した場合、担当営業が翌日の朝礼で全社員に報告

各 部 門 の 取 組

社内ＮＧ削減活動　　　対前年比目標２０％削減

営業部門
各営業が、毎日、チェックシートにクレーム発生の有無を記入

全てのクレーム削減推進活動



Ｂ　未採用だが効果が予測される

提案評価 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合　計

Ａ 4 5 1 4 4 2 20
Ｂ 2 2 5 2 2 5 18
Ｃ 0 0 0 0 0 0 0
合　計 6 7 6 6 6 7 38

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合　計

新規ｱﾀｯｸ件数 41 106 94 97 80 69 487

品質管理部門

4月21日

4月30日

6月18日

8月11日

10月15日

目標：広報誌（い～・えむ・えす）の発行・ＨＰの更新

環境改善の広報

技　　術　　向　　上

検査レベル向上のための効率化

樹脂部門

事務部門     

月１回の技術交流

機械加工部門

　　　　プログラム作成⇒機械の始動・操作⇒プログラム条件の入力⇒個別指導

い～・えむ・えす４０号発行

協力会社様向け　広報誌8号発行

前年度の改善活動実績・今年度の改善活動目標

前年度の改善活動実績・今年度の改善活動目標

今年度の改善活動目標・協力の御願い

ホームページの更新

い～・えむ・えす４１号発行

い～・えむ・えす４２号発行

ｼﾘｰｽﾞ「未来へのエネルギー」　　油を作る藻

５Ｓ環境・安全・衛生ﾊﾟﾄﾛｰﾙと客先ｸﾚｰﾑﾘｽﾄの経過報告

製造部門     

マスターＣＡＭ　Ｘ　の習得（樹脂ﾁｰﾑ）　　　　ソリッドエッジの習得（造形ﾁｰﾑ）

板金部門

毎月の全体会議後に「技術向上」のミーティングを実施し、３ｹ月・半年ごとにまとめる。

３ケ月毎に技術継承の実施　　講師：松井

板金チーム    　[ ファイバーレーザーの加工習得]　

プレスチーム   　[ しぼり関係の技術継承 ]　

　　　　全体会議で進行状況確認、簡単な絞り品を加工

Ｃ　提案のみ

 目標：新規・掘り起こしのアタック　　年間 ２１６件

提案評価基準

Ａ　具体的に採用され数値効果が出た

営業部門     
 目標：新規顧客への環境提案件数　　年間 ７２件


